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2003年（平成15年）

地域再生マネージャー事業制度の創設
斉藤は1期生、以来11年間地域に住込んだ

22003年（平成15年） 麻生総務大臣の説明資料



2004年
小泉内閣のもと
熊本県荒尾市の地域再生事業がスタート
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2004年地域再生マネージャーとして赴任する
ことになったと小学校の同級生の藤本隆宏先
生（現在東京大学名誉教授）に相談した
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小学校の同級生（中央：斉藤、右：藤本）
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地域再生に大切なのは「創発とパッション！」
計画は計画通りいかない。創発を見逃すな。
創発とは『瓢箪から駒、怪我の功名、思惑倒れ』
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2003年熊本県荒尾市（三池炭鉱）に地域再
生マネージャーとして赴任、任務は道の駅を
作ることだった。しかし、夕張市が破たん
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「倒産危険度」ランキング20位に
荒尾市が入り、道の駅計画は頓挫
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近隣商店街に直売所を作ることに
なった（中心市街地ではない地域）
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2005年まちなか研究室青研を近隣商店街で開設
開店初日におばあさんが現れ、『1キロ先にあるショッピングモールま
で歩いていけない。1週間に1回タクシーに乗って買い物に行ってい
た。しばらく青物食べていない、ここに八百屋を作ってくれてありがと
う』と発言。

10



2006年朝日新聞九州版「高齢者待ってた」
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2006年朝日新聞全国紙
「お年寄りの心がっちり」
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2009年 「買い物難民」と研究者が命名、全国
で９００万人存在すると発表
『瓢箪から駒』
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2008年 地域再生マネージャー事業の荒尾市
の成果を椎川地域力創造審議官に報告
熊本県荒尾市
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2009年椎川審議官現地視察
熊本県荒尾市、宇城市、大分県竹田市
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2009年地域おこし協力隊創設委員会
住込み型地域再生マネージャーがモデルのひとつ
地域おこし協力隊卒業生はすでに５万人を超える⇒『瓢箪から駒』
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小田切先生

椎川さん



地域再生の現場は「創発」が起きる。買い物難民、
地域おこし協力隊は「瓢箪から駒」から生まれた
ふるさと財団誌
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2009年

地域活性化伝道師伝達式（初代）
内閣官房大臣室（斉藤がモデル）
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林副大臣
（元農水大臣）



2009年

地域活性化伝道師伝達式（初代）
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2010年

地域力創造アドバイザー就任式（初代）
総務省総務大臣室
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知られざる日本の地域力
今井印刷

21



米日本一「土佐天空の郷」
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米コンテストへの出品
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米日本一「土佐天空の郷」
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「土佐天空の郷」2度目の日本一
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「土佐天空の郷」日本一記念祝
賀会
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小型米焼酎ビジネス
中米を活用、常圧蒸留器、小さな投資は利益が出ない
合同会社ばうむ（高知県本山町）
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東京ウイスキー＆スピリッツコン
ペティション2024金賞受賞
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安部首相から招待
首相官邸
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福島県只見町で米焼酎蒸留所を創業
只見町の農家４人と酒造会社勤務1人
合同会社ねっか
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酒造技術者をリーダーとして招へい
合同会社ねっか
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米焼酎ビジネス（30ha）減圧蒸留器
福島県只見町
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土佐・会津連合で蒸留スタート
藤川さん、黒岩さん
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作業風景
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農家が海外の酒のコンテストに参加
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酒コンテスト
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海外のお酒コンクールの賞を受賞
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世界コンクールで受賞
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日本農業賞受賞
瓢箪から駒

39



石破首相から招待
首相官邸

40



宇佐もんや（土佐市）
2009年開店
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宇佐もんや（土佐市）
2009年開店
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宇佐もんや除幕式
2009年開店
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企業組合宇佐もん工房（小さな成功を得て高
知県と土佐市の支援を受け再投資）
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作業風景
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農水省事業を採択、企業組合宇佐もん工房設
立。雇用10人、年商1億円の鮮魚業務卸に成長
高知県土佐市

農水省100％助成事業
マイナス30℃の冷凍庫ゲット
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農水省食品産業局長賞受賞
うるめイワシプロジェクト
企業組合宇佐もん工房のリーダー所さんは奥さんの田
舎に移住
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国が主導して作った地域活性学会長の
御園さん（総務省）から博士号を取ったら
どうかと提案
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地域活性化の課題構造の解明－畜産
業を事例として
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高知工科大学（66歳で博士号取得）
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那須先生（左）高知工科大学
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2024年『限界集落の経営学』を出版⇒
増刷決定
学芸出版社
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「限界集落の経営学」は地域おこし協力
隊を制度化した椎川さんと小田切先生の
推薦がオビに書いてある
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